
公開講演会 「医療関連死を考える-解剖に基づく新たな死因究明制度」の開催について 
  
１．主 催 日本学術会議 基礎医学委員会 病態医科学分科会 
２．共 催 日本病理学会 日本法医学会 
３．日 時 平成２０年３月２１日(金) 13:00-17:00 
４．場 所 東京大学医学部本館大講堂（文京区本郷） 
５．次 第 
開催趣旨： 
治療中の患者が、本人・家族のみならず医療従事者にとって不慮の転機を迎える際、 
その死因究明は客観性を保ち、透明性を有しながら、社会が納得しかつ再発防止に充分 
な効果を有する体制で施行することが求められている。その実現のため、病理学、法医 
学、臨床医学が協力して、解剖を基盤として施行する死因究明制度の開始に向けて、モ 
デル事業が進んできている。本公開講演会では、死因究明制度のあり方を各方面から市 
民にもわかりやすくご講演いただき、日本学術会議として社会に提言することを目的と 
している。 
（１）開会ご挨拶 金澤一郎（日本学術会議会長） 
（２）趣旨説明  長村義之（日本学術会議 基礎医学委員会 病態医科学分科会委員長 日
本病理学会理事長  

東海大学医学部病理診断学教授） 
（３）公開講演会「医療関連死を考える-解剖に基づく新たな死因究明制度」 

司会 深山正久（東京大学医学部病理学），藤田眞幸（慶応義塾大学医学部法
医学） 
１．「医療関連死と法，その在り方：刑法学者からの提言」 
  診療行為に関連した死亡に係る死因究明制度 の在り方に関する検討会座長  
       前田雅英（首都大学 都市教養学部 学部長）  
  追加発言 佐原康之（厚生労働省安全医療安全推進室室長）  
２．「新制度に望むこと，医療関連死に対する医師のとりくみ」   

    高久史麿（日本医学会会長） 
３．「新制度に望むこと，法律家の立場から」  

樋口範雄（東大法学部教授，モデル事業運営委員会） 
特別発言：患者・遺族の視点： 

辻本好子（医療人権センターCOML代表） 
４．医療関連死の死因究明の現状     

山口 徹（虎の門病院院長  
｢診療行為 に関連した死亡の調査分析モデル事業」中央事務

局事務局長） 



５．解剖による死因究明（病理学の立場から）   
長村義之（日本病理学会理事長） 

６．解剖による死因究明（法医学の立場から）   
中園一郎（日本法医学会理事長） 

特別発言：報道の視点： 
出河雅彦（朝日新聞編集委員） 

７．総合討論と提言 
 
（４）事前申し込み・お問合せ先 

参加を希望される方は，参加を希望される方の氏名，ご所属，連絡先（メール 

   アドレス，FAXなど）をご記入の上，下記までFAXにて，ご連絡下さい。 

   300名を超える場合は受け付けることができません．あらかじめ，ご了承下さい。 

東京大学大学院医学系研究科 

人体病理学・病理診断学分野 医局内 

「日本学術会議 公開講演会 医療関連死を考える」受付 

FAX 03-5800-8785 

   

   

 


